
平成 24年 2月 16日 

平成 23年度ふれあい行事開催報告      

行事名 冬のカモ観察会 

主催（後援） 環境省 稚内自然保護官事務所、利尻礼文サロベツパークボランティアの会 

開催日 2012年 2月 4 日（土）  9：30～12：30 

場所 屋外活動：稚内市 新港(しんみなと)町、屋内活動：稚内地方合同庁舎３階共用会議室 

参加者 参加者 13名 

スタッフ 7名 

 

行事の概況 冬期の稚内港にはシベリア方面から越冬のため多くの海鳥が飛来します。今回の冬の

カモ観察会では、海ガモ類ではコオリガモ・シノリガモ・クロガモ、アイサ類ではウミ

アイサ、カモメ類ではシロカモメ・オオセグロカモメ、国の天然記念物であり国内希少

野生動植物種でもあるオジロワシをも観察することができました。 

野鳥観察終了後は、場所を稚内地方合同庁舎の会議室に移し、講師から、稚内港で冬に

見られる野鳥について、ユーモア溢れる解説がありました。 

 

 

 

＜活動の様子＞ 

野鳥観察の様子 
 

観察されたカモメ類 

 

カモ類の説明会の様子 

 

「わっかない冬カモチェック BOOK」 

 


